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はじめに 
 
 
 
本書は、第３１回研究評価委員会において設置された「次世代大型低消費電力

液晶ディスプレイ基盤技術開発」（事後評価）の研究評価委員会分科会（第１回

（平成２４年８月９日））において策定した評価報告書（案）の概要であり、   

ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条の規定に基づき、第３４回研究評

価委員会（平成２５年１月１５日）にて、その評価結果について報告するもので

ある。 
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プロジェクト概要 
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技術分野全体での位置づけ 

（分科会資料５－１より抜粋） 
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「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」 

全体の研究開発実施体制 
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「次世代大型低消費電力液晶ディスプレイ基盤技術開発」 

（事後評価）評価概要（案） 

１．総論 
１）総合評価 
次世代の大型液晶ディスプレイのための基盤技術の開発を目指した本プロジ

ェクトは、広く課題を抽出し多岐にわたる技術開発を行い、所定の目標を達成

したことを高く評価する。また、パネル企業が不調の時期に、「低消費電力」に

光を当てたテーマは時機を得た内容である。多くのテーマで期間が短縮され当

初の想定以上に成果が上がっている。各個別の技術については、微結晶シリコ

ンを用いた薄膜トランジスタ、LED バックライトを用いた低消費電力化、「液晶

モジュールの低消費電力化」の活動をサポートする製造技術で、具体的な成果

が数多く得られた。今後の技術展開に期待したい。 
一方、本事業の趣旨、競合技術の進展状況、諸外国の技術レベルから考える

と、本事業の中で革新的と位置づけられる技術開発こそが、本来、最重要課題

として注力すべき課題であったのではないか。また、テーマ間の情報共有が不

十分で効率が悪く感じられる点が見られた。今後の事業化に於いても企業間の

情報共有・協力がなければ十分な成果を上げることは難しいと考えられる。そ

のため、是非もう一歩進んだ情報共有により成果を実効あるものとすることを

望みたい。 
 
２）今後に対する提言 
事業化時期が、プロジェクト終了から更に数年程度の年月を要する。一刻も

早くプロジェクトの成果を実際の製品に展開して、世の中に成果をアピールす

べきである。 
「画像表示技術の開発」では、「標準化」等の活動を主導権を持って進め、世

界の FPD（フラットパネルディスプレイ）産業をリードし、各国のパネルメー

カー、セットメーカーも巻き込んだ積極的な展開を望む。この分野は、まだ日

本が主導権を取って業界を引っ張っていけるところであり、「低消費電力化」の

成果を着実に広める重要な活動である。 
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２．各論 
１）事業の位置付け・必要性について 

液晶ディスプレイの市場動向、競合する諸外国の技術開発の動向や国際競争

力の確保の点から、低消費電力化と高画質化を鍵とした基盤技術の開発はわが

国の液晶ディスプレイ産業の育成の観点から、妥当かつ実効的な取り組みであ

ったと判断できる。成果による効果も消費エネルギーに関する差異化技術にな

り得るという点から適切なものである。現在の状況下において、民間企業だけ

で独自にこれだけの成果を出す事は難しく、セットメーカー・パネルメーカー・

装置メーカーの 3 者（全 6 社）の協業というのは、NEDO を中心とする枠内で、

初めて達成可能になった。 
しかしながら、低消費電力化は本事業の切り口として、検討されたすべての

課題はその評価軸で評価されているが、液晶ディスプレイ産業の振興という観

点からも、各課題の位置づけを明確にする必要があったのではないか。 
 
２）研究開発マネジメントについて 
研究開発目標は「大型」、「低消費電力」というキーワードが入っており、戦

略的な目標設定になっている。また、中間評価の結果が適切に反映された点や

液晶ディスプレイの市場状況を見ての目標設定の修正も、柔軟な対応でよい。 
一方で、本事業で取り上げられた課題は多岐にわたっており、検討された個

別の課題については、開発された技術を現状の製造工程に活かすという点から

考えると、開発期間の短縮や予算の配分等について更に考慮すべき点もあった

と考えられる。本事業の中で革新的と位置づけられる技術開発こそがもっと注

力すべきではなかったかと思われる。 
また、目標は、プロジェクト当初は妥当ではあったが、中間時点で世の中の

動きを見て、もっとアグレッシブな数値とプロジェクト終了時点での製品化を

目指す内容に修正すべきであったと考える。「液晶ディスプレイモジュールの低

消費電力化」についてのコンセプトは示されたが、その実現性（製品適用）に

関しては、更に数年先の計画であり、その時点で競争力の有る技術かどうかは

疑問が残る。少なくとも本プロジェクトの終了時点に、プロトタイプでも良い

から世の中に公表できるレベルまで持って行くべきであろう。 
さらに、各々の研究開発チームの成果はすばらしいが、個々の企業の論理が

優先されプロジェクトとしての最適化が不十分であるという印象を受ける。現

在の非常時とも言うべき状況では、ディスプレイメーカーの技術者全員が全て

の情報を共有することがあってもいいのではないか。今後是非検討いただきた

い。 
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３）研究開発成果について 
本事業の成果は基本的に目標を達成しており、特に、人間工学を考慮した高

画質化の取り組みや画像評価技術はすぐにでも応用可能であろう。また、標準

化の指標は産業界としての液晶ディスプレイ技術のレベル向上に寄与する。得

られた成果は世界最高標準のものであり、汎用性、優位性をもつ。投入された

予算に見合った成果が得られていると考える。 
しかしながら、検討された課題には完成すれば革新的な技術となりうる課題

がいくつかあるが、このような課題こそ、実用に持ち込めるレベルまで踏み込

んだ取り組みがほしかった。 
また、世の中の「低消費電力化」の動きは非常に早い為、本技術の成果を早

く世の中にアピールして欲しい。 
知的財産権等の取得状況は現時点では格段の問題はないと考えられるが、事

業化を強力に推進させるには、知財のシステマチックな取得が欠かせないので、

再度、検討を尽くしてほしい。今後、学会・論文発表を積極的に行い、広く情

報発信する必要がある。なお、測定技術などに対する知財は、保護するだけで

なく積極的に標準化を推し進め、海外のデバイスメーカーを積極的に引っ張り、

主導権を握っていくことが、本プロジェクトの成果を最大限に活かす方法であ

ると考える。 
 

４）実用化、事業化の見通しについて 
中間評価後、早期の実用化が困難なテーマが整理され、インパクトの高い目

標に向けて、展開され、全てのテーマで実用化を十分考慮した成果となってい

る。基本的に従来技術の代替やその技術導入によって、従来製品の性能の向上

や信頼性に資する技術が多く含まれており、これらは競合技術の動向や企業間

の競争の中で時宜を踏まえて、実用化されるであろう。特に、製造装置に関連

する成果は他分野への波及も期待される。 
一方、露光プロセス技術や画像表示技術は実用化までにはまだ継続的な開発

が必要である。実用化への道筋は示されているが、その克服には時間と更なる

研究開発が必要で実用化への意欲が問われる。また、低消費電力液晶モジュー

ルに関しては、今回デモした試作機で課題は見えていると考えるので、早く実

用化を前提としたプロト機を世の中に示すべきである。 
製品として海外を凌駕するためには、本プロジェクトにかかわった企業の連

携が重要である。プロジェクト終了後も低消費電力に最適な技術の組み合わせ

を実施するために、参加企業間で連携して進めて欲しい。 
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評点結果〔プロジェクト全体〕 

1.4 

2.1 

1.4 

2.4 

0.0 1.0 2.0 3.0 

４．実用化、事業化の見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

 
 

評価項目 平均値 素点（注） 
1．事業の位置付け・必要性について 2.4 A B B A A C A
2．研究開発マネジメントについて 1.4 B B B C C D B
3．研究開発成果について 2.1 B B A B A C B
4．実用化、事業化の見通しについて 1.4 C C C C B C A

（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 
 
 
〈判定基準〉  
1．事業の位置付け・必要性について 3．研究開発成果について 
・非常に重要          →A
・重要             →B
・概ね妥当           →C
・妥当性がない、又は失われた  →D

・非常によい         →A
・よい            →B
・概ね妥当          →C
・妥当とはいえない      →D

2．研究開発マネジメントについて 4．実用化、事業化の見通しについて 
・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D

 
 
 

平均値 


